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2019 年 7 月 4 日 

                                

 

 

海外旅行人数は過去最高＊ 

総旅行人数は 7,734 万人（▲0.1％）と微減 

 ●国内旅行人数 7,435 万人（▲0.2％） 

●海外旅行人数  299 万人（+3.5％） 

                         

  ＊調査比較できる 2000 年以降 

 

JTB は、「夏休み（7 月 15 日～8 月 31 日）に、1 泊以上の旅行に出かける人」の旅行動向の見

通しをまとめました。この調査は、1,030 人から回答を得た旅行動向アンケート、経済指標、業界

動向や航空会社の予約状況、JTB グループの販売状況などから推計したもので、1969 年に調査を

開始して以来、今年で 51 回目となります。調査結果は以下のとおりです。 

 

（表１）2019 年夏休みの旅行人数、旅行平均費用、旅行消費額の推計 

  
2019 年夏休み 2018 年夏休み 

推計値 前年比 前年増減 実績推計 前年比 

総 旅 行 人 数 ７，７３４万人 ▲０．１％ ▲８万人 ７，７４２万人 ＋０．１％ 

  国 内 旅 行 人 数 ７，４３５万人 ▲０．２％ ▲１８万人 ７，４５３万人 ▲０．１％ 

  海 外 旅 行 人 数 ２９９万人 ＋３．５％ ＋１０万人 ２８９万人 ＋６．３％ 

国 内 旅 行 平 均 費 用 ３６，２００円 ＋４．０％ ＋１，４００円 ３４，８００円 ＋１．２％ 

海 外 旅 行 平 均 費 用 ２２７，７００円 ＋６．２％ ＋１３，２００円 ２１４，５００円 ▲０．７％ 

総 旅 行 消 費 額 ３兆３，７２３億円 ＋４．９％ ＋１，５８９億円 ３兆２，１３４億円 ＋２．０％ 

  国 内 旅 行 消 費 額 ２兆６，９１５億円 ＋３．８％ ＋９８０億円 ２兆５，９３５億円 ＋１．１％ 

  海 外 旅 行 消 費 額 ６，８０８億円 ＋９．８％ ＋６０９億円 ６，１９９億円 ＋５．５％ 

 

＊ 旅行人数は、延べ人数数値。平均費用は一人 1 回あたりの費用 

＊ 国内旅行人数は宿泊を伴う旅行者の人数（観光および帰省目的の旅行に限る） 

海外旅行人数は出国者数（業務目的の旅行を含む） 

＊ 国内旅行平均費用は、交通費・宿泊費・土産代・食費等の旅行中の諸費用を含む 

＊ 海外旅行平均費用は、燃油サーチャージ含む。旅行先での土産代等の現地支払費用は除く 

＊ 対前年比は小数点第二位以下を四捨五入 

  

2019 年夏休み (7 月 15 日～8 月 31 日) の旅行動向） 
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＜社会経済環境と生活者の動き＞ 

１．旅行やレジャー消費をとりまく社会や経済の環境 

夏休みの旅行に影響する足元の景気について、今夏のボーナスは大手企業で前年比

2.52%減の97万1777円と2年ぶりに前年を下回りました（6月11日日本経済団体連合会発

表）。5月の景気ウォッチャー調査（注１）によると、現状判断ＤＩは前月差1.2ポイント

低下、先行き判断ＤＩは前月差2.8ポイント低下しています。しかしながら有効求人倍率

は、前月比横ばいの1.63倍（季節調整値）と高止まりが続いています。為替相場は円高

リスクを抱えた展開が続く見込みで、経済に及ぼす影響が懸念されています（図1、図2）。  

6月28日から2日間、日本で初めて20カ国地域首脳会議（G20大阪サミット）が開催さ

れました。首脳宣言には、「自由、公平、無差別な貿易と投資環境を実現するよう努力す

る」と記されましたが、米中貿易摩擦の収束が見えてきたわけではなく、グローバル経

済の先行きの不透明感はぬぐえません。  

日常生活では、ガソリン代は、今のところほぼ前年並みではあるものの、日銀が実施し

ている「生活意識に関するアンケート調査」（4 月 5 日発表）によれば、現在の暮らし向きについ

ては、「ゆとりがなくなってきた」は、昨年 3 月から連続して減少していましたが、今年 3 月の調

査では上昇しています（図 3、図４）。 

JTBが実施した旅行動向アンケートで「今後の旅行支出に対する意向」を聞いたとこ

ろ、「支出を増やしたい」は10.8％と、前年から1.5ポイント減少し、「支出を減らしたい

（40.7％）」は4.0ポイント増加しました。「同程度（48.5％）」は2.6ポイント減少し、こ

の先の旅行支出に関して生活者は慎重になっている様子が見られます（表２）。  

（注1）タクシー運転手、小売店の店長など景気に敏感な人への調査結果を指数（DI）化したもの 

 

(図１)日経平均株価の推移          (図２)景気ウォッチャー指数の推移 

 

（図３）ガソリン価格の推移 
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（図４）現在の暮らし向き (2018年3月～2018年12月) 

 

出典：日本銀行「生活意識に関するアンケート調査」(第76回)より抜粋しJTB総合研究所作成 

 

（表２）今後の旅行支出に対する意向（調査月ベース） 

単一回答（     ）は前回との差/単位％ n=20,000 *無回答があるため合計 100％にはなりません。 

 

 

２．令和 初の夏休み ～この夏の旅行を取り巻く環境と生活者の旅行意向～ 

今年は、7 月に「海の日」を含む 7 月 13 日～15 日、8 月に「山の日」を含む 8 月 10 日～12 日

と、2 回の 3 連休があります。8 月 13 日～16 日にお盆休みを入れることで 9 連休とすることも可

能な日並びです。9 月も 9 月 14 日～16 日、9 月 21 日～23 日の 2 回の 3 連休があります。4 月か

らは働き方改革関連法が施行され、年 5 日の年次有給休暇取得が義務化されたこともあり、連続休

暇が取得しやすい環境は広がっています。この夏から秋にかけてのイベントとしては、香川県と岡

山県の 12 の島と港で開催される現代美術の国際芸術祭「瀬戸内国際芸術祭 2019」（夏会期：7 月

19 日～ 8 月 25 日）や、2020 年を前に開催されるスポーツイベント、そして 9 月 20 日から 11

月にかけては、ラグビーワールドカップ 2019™日本大会などがあります。 

夏休み期間中に帰省を含めた旅行意向をアンケート対象者 20,000 人に聞いたところ、「行く

(20.0％)」、「たぶん行く（18.0％）」と回答した人の合計は、38.0％となり、昨年より 2.0 ポイント

減少しました。「たぶん行かない（26.8％）」「行かない（35.3％）」は 62.1％で 2.1 ポイント増加し

ています（表 3）。 

今夏の生活や旅行については、収入に関しては、「昨年より収入が減った」と回答した人は 21.1％

で前年比 2.3 ポイント増加。「昨年より収入が増えた」と回答した人は 19.6％と前年より減少しま

した。ボーナスに関しては、「今年の夏はボーナスが減りそうだ」と回答した人は 7.2％で前年より

増加しました。しかし、性年齢別にみると男性 20～30 代、女性 20 代は「収入が増えた」、「ボー

ナスが増えた」がそれぞれ「減った」を上回っており、若い世代の所得状況は比較的よいと考えら

れます。 
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支出に関しては「先行きがわからないので大きな支出は控えておきたい」は 23.7％で前年比 3.5

ポイント減少し、「物価上昇前に大きな買い物をしたい」は 8.0％でしたが前年より 2.4 ポイント増

加しています。 

夏休みについては、「昨年の夏と休みの長さは変わらない」と回答した人が 35.1％と前年より 0.8

ポイント減少し、「昨年の夏より長い休みが取れると思う」との回答は 13.1％と前年より 1.7％増

加しています。 

 

（表３）今年の夏休みの旅行意向 

 

＜参考＞夏休みの旅行意向（性年齢別） 

 

（表４-1）今年の夏の生活や旅行について（複数回答） 

 

2019年
n=20000

2018年
n=20000

前年増減

行く 38.0 40.1 ▲2.1

行く 20.0 21.0 ▲1.0

たぶん行く 18.0 19.1 ▲1.1

行かない 62.1 60.0 ＋2.1

たぶん行かない 26.8 28.1 ▲1.3

行かない 35.3 31.9 ＋3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（20000）

男性15～19歳（618）

男性20代（1262）

男性30代（1579）

男性40代（1856）

男性50代（1541）

男性60代（1764）

男性70代（1275）

女性15～19歳（585）

女性20代（1216）

女性30代（1545）

女性40代（1827）

女性50代（1551）

女性60代（1859）

女性70代（1522）

夏休みの旅行意向（性年齢別）

行く たぶん行く たぶん行かない 行かない

％ 対前年比

昨年より収入が減った 21.1 +2.3

昨年より収入が増えた 19.6 ▲ 1.1

今年の夏はボーナスが減りそうだ 7.2 1.6

今年の夏はボーナスが増えそうだ 7.8 ▲ 3.4

先行きがわからないので大きな支出は控えておきたい 23.7 ▲ 3.5

物価上昇の前に大きな買い物をしたい 8.0 2.4

昨年の夏と休みの長さは変わらない 35.1 ▲ 0.8

昨年の夏より長い休みが取れると思う 13.1 1.7

昨年の夏より休みは短くなると思う 6.5 ▲ 2.2

昨年の夏より遠方へ旅行したい 8.4 ▲ 1.9

昨年の夏より近場の旅行に行きたい 6.5 0.1

今年の夏は、宿泊旅行より日帰り旅行を増やそうと思う 9.1 －

今年の夏は、日帰り旅行より宿泊旅行を増やそうと思う 9.7 －
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（表４-２）今年の夏の生活や旅行について（性年齢別）（複数回答）＊抜粋 

 

＜2019 年夏休み旅行動向予測＞ 

１．海外旅行人数は、299 万人（前年比＋3.5％）、一人あたりの旅行平均費用は  

227,700 円（前年比＋6.2％）。 出発日のピークは 8月 10 日(土)  

日本人の出国者数は 2018 年に 1,895 万人と過去最高を記録し、5 月の日本人出国者数（推計値）

は、前年比3.9%増加の143万8,000人で1月から5月までの累計は802万1,400人と前年比9.0％

増加で、好調に推移しています（日本政府観光局（ＪＮＴＯ）6 月 19 日発表）。10 連休だったゴー

ルデンウィーク直後は反動もあり、夏休みの旅行予約はやや落ち着いた動きとなりましたが、JTB

総合研究所が実施した「海外観光旅行の現状（2019）」調査（2018 年 1 月～2019 年 6 月に海外観

光旅行をした人が対象）では、2019 年 7 月～8 月に海外観光旅行を予定していると回答した人の

うち、海外旅行コア層（最低でも 1 年に 1 回以上海外旅行へ行く人）の割合をみてみると、67.9％

で、全体平均を 25 ポイント以上上回っています。夏の期間に旅行へ出かける人には、海外観光旅

行に積極的な人が多く見られるようです（図 5）。 

為替相場は、2018 年以降、ユーロや豪ドル、ウォンなどに対して円高傾向にあります（表 5、

表 6、図 6）。燃油サーチャージは昨年と同額ですが、8 月以降は発券ベースで値上げの予定もあり、

早目に海外旅行へ行きたいという人もいそうです。 

座席供給数に関しては、ベトナム航空の関空－ダナン線、タイ・ライオン・エアの成田－バンコ

ク線、ANA の羽田－ウィーン線、ブリティッシュ・エアウェイズの関空－ロンドン線、JAL の成

田－シアトル線の就航など、アジアに限らず、広い方面で増加しています。 

国内景気の先行きへの懸念はありますが、過去の旅行動向調査などの傾向から、海外旅行につい

ては国内旅行ほど景気の影響を受けないことが分かります。例えば、国際金融危機の翌年の 2009

年の夏休みは国内旅行は前年より 3.0％減少していますが海外旅行は 0.4％増加しています。 

また、所得やボーナスが増え、長い休みが取れる若い世代の旅行意欲は高いようです（表３）。

上記のような条件から、海外旅行者数は増加すると予測します。 

アンケートによると、「旅行の同行者」は、「家族連れ（62.3％）が最も多く、中でも「夫婦のみ

昨年より収入
が増えた

昨年より収入
が減った

今年の夏は
ボーナスが増

えた、増えそう

今年の夏は
ボーナスが
減った、減り

そう

昨年の夏より
長い休みが取

れると思う

昨年の夏より
休みは短くな

ると思う

全体（20000） 14.4 22.5 5.3 6.8 8.1 6.6

男性15～19歳（618） 21.0 6.5 3.2 1.0 20.2 14.9

男性20代（1262） 30.5 17.4 13.2 8.2 10.7 12.8

男性30代（1579） 26.7 17.4 12.5 10.6 8.9 6.8

男性40代（1856） 19.9 19.3 8.8 11.3 10.2 6.8

男性50代（1541） 12.6 25.9 5.4 11.9 9.6 6.9

男性60代（1764） 8.3 30.8 1.0 5.6 7.9 4.4

男性70代（1275） 2.9 28.5 0.4 0.2 2.4 1.3

女性15～19歳（585） 19.0 10.8 1.2 1.0 18.6 19.5

女性20代（1216） 25.3 24.0 10.4 8.5 13.8 11.2

女性30代（1545） 19.4 23.5 8.2 9.8 9.6 7.3

女性40代（1827） 13.2 22.3 5.0 8.4 7.2 7.1

女性50代（1551） 8.0 25.0 2.5 7.3 5.0 5.4

女性60代（1859） 4.3 26.3 0.7 2.7 3.6 2.0

女性70代（1522） 2.0 19.3 0.4 0.7 1.0 1.2
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(26.4％)」、「それ以外（母と娘など）（13.2％）」が増加しています(表７)。「一人当たりの旅行費用」

は、「10 万円～15 万円未満」が 23.6％と最多ですが、「40 万円以上（17.0%）」は前年より 4.4 ポ

イント増加しています（表 12）。「旅行日数」は、8 泊以上が 14.8 ポイント増と大幅に増加しまし

た。日並びもよいことから、遠距離の旅行先へ出かける人が増え、旅行日数や予定費用は増加する

と考えられます。アンケートの一人あたりの旅行費用は平均すると、海外旅行は 10.2％、国内旅行

は 5.4％増加しています。 

出発日のピークは、航空会社の予約状況や、業界動向などから総合的に判断し、山の日付近の 8

月 10 日（土）と予測しますが、ハワイやグアム・サイパンなどの方面では、旅行代金が下がる 8

月下旬の出発も目立ちます。 

JTB の海外旅行の予約状況を見ると、人気の旅行先は 1 位ハワイ、2 位グアム・サイパン、3 位

韓国、4 位台湾、5 位シンガポールとなっています。予約伸び率を見ると、関空－ロンドン線が就

航したイギリスや、グローバルデスティネーションキャンペーンを実施しているハワイが好調です。 

 

 

（図５）2019 年 7 月～8月に旅行を予定している人の、海外旅行コア層の割合 

 

 

（表５）各年 6月末の日本円に対する各国の為替レート           （単位：円）  

 
 

  

41.4

67.9

27.2

19.5

20.2

9.9

4.8

1.7

6.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（2060）

2019年7月～8月に予定（405）

海外旅行コア層の割合（2019年の旅行予定時期別）
*2018年～2019年6月の間に海外観光旅行をした人のうち

海外旅行コア層 海外旅行準コア層
海外旅行ライト層 国内旅行コア層
旅行ライト・無関心層

出典：JTB総合研究所「海外観光旅行の現状2019」

2019年 2018年 2017年 2016年 2015年 2014年 2013年 2012年

米ドル 108.79 111.54 113.00 103.91 123.96 102.36 99.59 80.31

ユーロ 123.99 129.41 129.47 115.89 136.99 139.81 130.03 100.24

英ポンド 140.57 148.59 149.79 142.41 197.03 176.63 154.30 127.12

100韓国ウォン 9.53 10.08 10.01 9.16 11.14 10.22 8.82 7.08

中国元 15.99 16.96 16.79 15.76 20.09 16.62 16.35 12.95

東京外国為替相場／T.T.Selling（三菱東京UFJ銀行調べ）
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（図６）2018 年 1 月以降の為替レートの動き（単位：円） 

 

 

（表６）8月発券の燃油サーチャージ額の推移 （日本航空の場合/日本発着/往復/単位：円） 

 

出典：JAL プレスリリース 
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為替レートの推移

米ドル

ユーロ

豪ドル

韓国ウォン（右軸）

（円） （円）

2019年 2018年 2017年 2016年 2015年 2014年 2013年 2012年

韓国 1,000 1,000 400 0 1,000 5,000 4,000 4,400

中国 3,500 3,500 1,000 0 5,000 14,000 11,000 9,000

香港 3,500 3,500 1,000 0 5,000 14,000 11,000 12,000

台湾 3,500 3,500 1,000 0 5,000 14,000 11,000 12,000

グアム・サイパン 4,000 4,000 2,000 0 6,000 16,000 13,000 14,000

タイ・シンガポール・マレーシア 6,500 6,500 3,000 0 9,000 26,000 21,000 23,000

ハワイ・インドネシア 8,500 8,500 4,000 0 12,000 32,000 27,000 30,000

米国・欧州・中東・オセアニア 14,000 14,000 7,000 0 21,000 50,000 42,000 47,000
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２. 国内旅行人数は、7,435 万人（前年比▲0.2％）、一人あたりの旅行平均費用は  

36,200 円（前年比＋4.0％）。 

一方国内旅行は、景気の先行きの不透明感、消費増税への備えなどから人数は 7,435 万人（前

年比▲0.2％）と前年から微減を予測します。全体的には、国内旅行では家族連れの動きがよく、

費用は前年比 4.0％増の 36,200 円と推計します。 

アンケートで旅行内容を聞いたところ、旅行の「同行者」は「家族連れ」が全体の 67.3％を

占め前年より 6.5 ポイント増加しています。うち「子供連れ(中学生まで）」が 27.6％と前年より

6.2 ポイント増加、「三世代」が 1.4 ポイント増加しました（表 7）。 

旅行の目的は「帰省、離れて住む家族と過ごす」が最も割合の高い 19.5%ですが、前年から

2.0 ポイント減少しました。「温泉でゆっくりする」は 18.0％（同＋4.8 ポイント）です（表 8）。

利用宿泊施設は「ホテル」が 48.8％（同＋2.8 ポイント）で、「旅館」は 28.6％でした。「実家・

知人宅」は前年より 4.1 ポイント減少しています（表 9）。利用交通機関では、「乗用車」、「レン

タカー」が増加し、「鉄道」や「航空機」は減少となりました（表 10）。家族連れが伸びたこと

も背景にあると考えられます。家族連れが多いものの、宿泊施設では「実家・知人宅」が減少し、

ホテルが増加していることから、節約したい気持ちはある一方で、少し費用は掛かっても夏の旅

行を楽しみたい意向もあるようです。 

「旅行日数」は、「1 泊 2 日」36.6％（同＋1.8 ポイント）と「3 泊 4 日」16.9％（同＋3.9 ポ

イント）が増加し、「2 泊 3 日」30.8％は、前年より 3.8 ポイント減少しました（表 11）。「一人

当たりの旅行費用」で多かったのは、「１万円～2 万円未満（21.8％）」と「2 万円～3 万円未満

（20.1％）」です（表 12）。 

 「旅行先」では、甲信越（11.4％）、沖縄（2.8％）が前年より増加しています（表 13）。同調

査で「今年の夏休みで気になっている場所」を聞いたところ、夏休みらしく「花火大会」、「動物

園や水族館」など若者やファミリーが行きやすい場所が人気です（図 7）。 

   JTB の国内旅行の予約状況を見ると、出発日のピークは 8 月 11 日（日）・12 日（月）が多く

なっています。人気の旅行先は１位沖縄、2 位北海道、3 位関西（ユニバーサルスタジオジャパ

ン™含む）、4 位東京（東京ディズニーリゾート®含む）、5 位九州となっています。また、今年は

令和ゆかりの地、伊勢への旅行も人気のようです。 

 

（図７）今年の夏休みで気になっている場所（TOP10）（複数回答） 
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＜旅行動向アンケートより＞ 

 

（表７）旅行の同行者             （単一回答） 

 

  

（表８）旅行目的                           （単一回答） 

 
  

（表９）利用宿泊施設                          （複数回答） 

  

  

海外

％ 対前年 ％ 対前年

 　家族連れ 67.3 ＋ 6.5 62.3 ＋ 9.8

 　子供連れ(中学生まで） 27.6 ＋ 6.2 17.9 ＋ 1.4

 　夫婦のみ 21.0 ▲ 2.4 26.4 ＋ 6.0

 　三世代 8.0 ＋ 1.4 4.7 ▲ 2.1

 　それ以外（母と娘など） 10.7 ＋ 1.2 13.2 ＋ 4.5

 　家族と友人・知人 4.0 ＋ 0.2 1.9 ▲ 7.8

 　友人・知人 11.3 ▲ 3.4 15.1 ▲ 3.4

 　団体（職場・地域など） 1.1 ▲ 0.9 3.8 ▲ 0.1

 　ひとり 13.4 ▲ 2.7 17.0 ＋ 2.4

国内

海外

％ 対前年 ％ 対前年

帰省、離れて住む家族と過ごす 19.5 ▲ 2.0 名所や史跡などを見て回る 18.9 ▲ 3.5

温泉でゆっくりする 18.0 ＋ 4.8 自然や風景を楽しむ 17.9 ▲ 2.5

自然や風景を楽しむ 10.5 ▲ 1.4 おいしいものを食べる 14.2 ＋ 2.5

テーマパークやレジャー施設 9.6 ＋ 1.3 家族や友人との親睦を深める 12.3 ＋ 3.5

おいしいものを食べる 9.4 ＋ 0.5 都会・都市で過ごす 6.6 ▲ 1.2

名所や史跡などを見て回る 6.5 ▲ 0.7 リゾートでスパやエステを楽しむ 6.6 ＋ 3.7

海辺で保養、海水浴・水遊び 5.4 ＋ 2.4 テーマパークやレジャー施設 5.7 ▲ 3.1

家族や友人との親睦を深める 5.3 ▲ 2.0 海辺で保養、海水浴・水遊び 4.7 ▲ 1.1

観劇、イベント参加、スポーツ観戦等 4.2 ▲ 0.5 観劇、イベント参加、スポーツ観戦等 1.9 ＋ 0.9

都会・都市で過ごす 2.9 ＋ 0.0 ハイキング、登山、キャンプ等 1.9 ＋ 1.9

帰省、離れて住む家族と過ごす 1.9 ▲ 0.1

国内

％ 対前年 ％ 対前年

 　旅館 28.6 ±0.0 ホテル 87.7 ＋ 7.2

 　ホテル 48.8 ＋ 2.8 民泊（Airbnbなど） 4.7 ▲ 6.0

 　実家・知人宅 25.9 ▲ 4.1 農村、漁村、ワイナリーなど 3.8 ▲ 2.1

 　民宿・ペンション 6.9 ▲ 0.4 実家や親族の家 0.9 ▲ 6.8

 　その他 2.9 ▲ 1.3 友人・知人の家 9.4 ＋ 0.7

学校の寮、ユースホステル 1.9 ▲ 1.0

民宿（B&B)、オーベルジュ 1.9 ▲ 3.9

その他 3.8 ▲ 0.1

国内 海外
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（表 10）利用交通機関    （複数回答） 

  

 

（表 11）旅行日数              （単一回答） 

   

 

（表 12）一人当たりの旅行費用                （単一回答） 

   

海外

％ 対前年 ％ 対前年

 　乗用車 51.2 ＋ 1.2 5.1 ▲ 1.1

 　レンタカー 9.2 ＋ 1.4 4.1 -

 　鉄道 38.9 ▲ 2.5 - -

 　ＪＲ新幹線 20.5 ▲ 1.8 - -

 　ＪＲ在来線・私鉄 18.4 ▲ 0.8 - -

 　長距離バス 7.1 ▲ 0.8 4.1 ▲ 3.3

 　航空機 16.7 ▲ 1.2 98.0 ＋ 1.7

 　従来の航空会社 13.0 ▲ 1.2 85.7 ＋ 1.8

 　LCC 3.7 ＋ 0.1 12.2 ▲ 0.1

 　フェリー・船舶 2.6 ＋ 0.2 3.1 ＋ 1.8

 　その他 1.0 ＋ 0.4 3.1 ＋ 1.8

国内

海外

％ 対前年 ％ 対前年

 　１泊２日 36.6 ＋ 1.8 0.9 ▲ 2.9

　 ２泊３日 30.8 ▲ 3.8 11.3 ▲ 0.3

　 ３泊４日 16.9 ＋ 3.9 12.3 ▲ 5.2

　 ４泊５日 5.8 ▲ 1.2 19.8 ＋ 0.4

　 ５泊６日 3.4 ▲ 0.9 16.0 ▲ 7.3

　 ６泊７日 1.8 ▲ 1.1 10.4 ＋ 1.6

　 ７泊８日 1.8 ＋ 0.9 5.7 ▲ 1.1

　 ８泊以上 2.8 ＋ 0.3 23.6 ＋ 14.8

国内

海外

％ 対前年 ％ 対前年

　 1万円未満 9.5 ▲ 2.1 0.0 ±0.0

　 1万円～2万円未満 21.8 ▲ 0.9 0.0 ▲ 2.9

　 2万円～3万円未満 20.1 ＋ 0.4 0.0 ▲ 1.9

　 3万円～4万円未満 8.7 ＋ 0.7 1.9 ▲ 1.0

　 4万円～5万円未満 16.0 ▲ 1.5 1.9 ▲ 4.9

　 5万円～７万円未満 9.8 ＋ 2.2 7.5 ▲ 0.2

　 ７万円～10万円未満 9.2 ＋ 0.2 15.1 ▲ 0.4

　 10万円～15万円未満 2.8 ＋ 0.7 23.6 ＋ 7.1

　 15万円～20万円未満 1.5 ＋ 0.3 17.0 ＋ 5.3

　 20万円～30万円未満 0.4 ＋ 0.1 10.4 ▲ 4.2

　 30万円～40万円未満 0.0 ±0.0 5.7 ▲ 1.1

　 40万円以上 0.1 ▲ 0.1 17.0 ＋ 4.4

国内
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（表 13）旅行先（国内）  （複数回答）    

 

（表 14）旅行に行かない理由 （海外旅行含む）  （複数回答） 

 

（表 15）今後の旅行支出に対する意向の変化（海外旅行含む）（調査月ベース）（表２再掲） 

  

＊表 9、表 10、表 13、表 14 は、複数回答のため合計が 100％を超え、それ以外は、無回答があるため合

計 100％にはなりません。

％ 対前年

 　北海道 9.0 ▲ 0.4

 　東北 9.2 ▲ 0.2

 　関東 18.6 ＋ 0.3

 　甲信越 11.4 ＋ 1.3

 　東海 12.0 ＋ 0.3

 　北陸 3.6 ▲ 1.8

 　近畿 12.2 ▲ 0.1

 　中国・四国 11.0 ＋ 0.2

 　九州 10.2 ▲ 0.2

 　沖縄 2.8 ＋ 0.7

国内

％

① 家でのんびりしたいので 28.6

② なんとなく行く気にならないから 18.1

③ 仕事などで休暇が取れないから 17.3

④ 景気が悪いので支出を控える 15.2

⑤ 夏休み期間は旅行費用が高いから 14.8

⑥ 他の時期に旅行に出かけるから 14.1

⑦ 家族の休暇が合わないから 13.6

⑧ 家庭の事情で家を離れられないから 11.7

⑨ 旅行以外にやりたいことがあるので 10.4

⑩ 特に旅行したい場所がないから 10.3

⑪ 消費増税に備えて今年の夏休みは旅行に行かない 4.4

⑫ 訪日外国人が増えて国内の観光地が混雑するから 3.1

⑬ ボーナスが思ったより少なかったから 2.6

⑭ ゴールデンウィークに旅行に行ってお金を使ってしまったから 1.6

⑮ 訪日外国人が増えて国内の宿泊施設の予約がとりにくいから 1.2

⑯ ゴールデンウィークの旅行に長期の休みを使ってしまったから 0.3

⑰ その他 6.9

支出を増やしたい 10.8 (▲1.5)

支出は同程度 48.5 (▲2.6)

単価減らし回数増やす 9.5 (＋0.2)

単価増やし回数減らす 7.2 (±0.0)

単価も回数も同程度 31.8 (▲2.8)

支出を減らしたい 40.7 (＋4.0)

2019年6月
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＜旅行動向アンケート 調査方法＞ 

 

調査実施期間 :  2019 年 6 月 21 日～23 日 

調 査 対 象 ： 全国 15 歳以上 79 歳までの男女個人 

サンプル数： 事前調査 20,000 名 本調査 1,030 名 

事前調査 20,000 名で「夏休みに旅行に行く」と回答した人の中 

から 1,030 名を抽出し本調査を実施 

調 査 内 容 ： 2019 年 7 月 15 日から 8 月 31 日に実施する１泊以上の旅行 

（海外旅行を含み、商用、業務等の出張旅行は除く） 

調 査 方 法 ： インターネットアンケート調査 

 

 

 

＊今回より、これまでの「調査員による質問用紙を使った個別訪問調査」から「インターネッ 

トアンケート調査」に調査方法を変更しています。2018 年の夏休みの市場調査より両調査を 

並行して実施し、前年比は昨年のインターネットアンケート調査との比較です。 

 

 

 

 

 

  

＜報道機関の方からのお問い合わせ先＞ 

JTB 広報室 03－5796－5833 
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（表 16）2019 年夏休み（7/15～8/31）海外旅行人数推計       （単位：万人） 

 

 

 

  

2019年 前年比 2018年 前年比
総数 299 +3.5% 289 +6.3%

アジア合計 165.9 +5.0% 158.0 +9.3%
中国 35.7 +4.7% 34.1 +5.2%
韓国 37.1 +5.1% 35.3 +18.5%
台湾 24.7 +8.3% 22.8 +7.5%
香港 9.2 +1.1% 9.1 +8.3%
タイ 18.9 +3.8% 18.2 +9.0%
シンガポール 9.2 +3.4% 8.9 +7.2%
インドネシア 5.2 ▲1.9% 5.3 +6.0%
マレーシア 3.2 ±0.0% 3.2 +10.3%
（その他） 22.7 +7.6% 21.1 +6.0%

北米州合計 69.8 +2.0% 68.4 +2.4%
ハワイ 28.0 +2.2% 27.4 +5.0%
グアム 13.8 +6.2% 13.0 +0.8%
米国本土 24.0 +0.4% 23.9 +0.4%
カナダ 4.0 ▲2.4% 4.1 +2.5%

欧州合計 46.1 +1.1% 45.6 +2.5%

大洋州合計 12.3 +1.7% 12.1 +7.1%
オーストラリア 7.4 +4.2% 7.1 +9.2%
ニュージーランド 1.4 ▲6.7% 1.5 +7.1%
南太平洋 3.5 ±0.0% 3.5 +2.9%

その他（アフリカ・中南米等） 4.5 ±0.0% 4.5 +2.3%

*各国政府・観光局発表の日本人入国者数ならびに法務省統計から推計
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（表 17）夏休みの旅行動向発表数値の推移  

 

 

総消費額

総数 国内旅行 海外旅行 国内旅行 海外旅行 （億円）

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比

2000 7,423 7,159 264 35,832 206,065 31,094 

(期間変更）

2001 7,562 7,296 266 35,115 210,149 31,210 

1.9% 1.9% 0.8% ▲ 2.0% 2.0% 0.4%

2002 7,612 7,369 243 33,654 213,091 29,978 

0.7% 1.0% ▲ 8.6% ▲ 4.2% 1.4% ▲ 3.9%

2003 7,535 7,347 188 33,923 222,893 29,113 

▲ 1.0% ▲ 0.3% ▲22.6% 0.8% 4.6% ▲ 2.9%

2004 7,490 7,242 248 34,975 208,851 30,509 

▲ 0.6% ▲ 1.4% 31.9% 3.1% ▲ 6.3% 4.8%

2005 7,604 7,365 239 35,300 214,600 31,128 

1.5% 1.7% ▲ 3.6% 0.9% 2.8% 2.0%

2006 7,657 7,410 247 35,716 223,100 31,977 

0.7% 0.6% 3.3% 1.2% 4.0% 2.7%

2007 7,662 7,420 242 36,200 232,000 32,474 

0.1% 0.1% ▲ 2.0% 1.4% 4.0% 1.6%

2008 7,572 7,348 224 35,800 249,000 31,884 

▲ 1.2% ▲ 1.0% ▲ 7.4% ▲ 1.1% 7.3% ▲ 1.8%

2009 7,353 7,128 225 34,300 212,300 29,225 

▲ 2.9% ▲ 3.0% 0.4% ▲ 4.2% ▲ 14.7% ▲ 8.3%

2010 7,669 7,427 242 35,500 222,100 31,741 

4.3% 4.2% 7.6% 3.5% 4.6% 8.6%

2011 7,524 7,264 260 33,260 227,300 30,070 

▲ 1.9% ▲ 2.2% 7.4% ▲ 6.3% 2.3% ▲ 5.3%

2012 7,736 7,460 276 33,730 231,400 31,546 

2.8% 2.7% 6.2% 1.4% 1.8% 4.9%

2013 7,887 7,624 263 35,010 240,420 33,015 

2.0% 2.2% ▲ 4.7% 3.8% 3.9% 4.7%

2014 7,805 7,545 260 34,850 249,800 32,789 

▲ 1.0% ▲ 1.0% ▲ 1.1% ▲ 0.5% 3.9% ▲ 0.7%

2015 7,803 7,561 242 34,700 251,500 32,317 

▲ 0.0% 0.2% ▲ 6.9% ▲ 0.4% 0.7% ▲ 1.4%

2016 7,674 7,410 264 33,700 216,300 30,681 

▲ 1.7% ▲ 2.0% 9.1% ▲ 2.9% ▲ 14.0% ▲ 5.1%

2017 7,732 7,460 272 34,400 216,000 31,511 

0.7% 0.7% 3.0% 2.1% ▲ 0.1% 1.0%

2018 7,742 7,453 289 34,800 214,500 32,134 

0.1% ▲ 0.1% 6.3% 1.2% ▲ 0.7% 2.0%

2019 7,734 7,435 299 36,200 227,700 33,723 

▲ 0.1% ▲ 0.2% 3.5% 4.0% 6.2% 4.9%

＊対象期間は７月１５日～８月３１日

＊調査開始は１９６９年。海外旅行人数は実績値。

＊平均費用については、１９９３年より推計。２００３年以前は動向結果により前年の発表数値から一部修正。

＊国内旅行人数は推計値で、２００３年以前は動向結果により前年の発表数値から一部修正。

旅行人数(万人） 旅行平均費用（円）


